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活用支援ツールの紹介

－小テスト（穴埋め，正誤，組み合わせ）問題の作成－

情報政策課 技術専門職員 畑  篤
１．はじめに

には，正誤，組み合わせ，選択肢，穴

埋め問題等といった小テスト問題の機能があ

る。この中で，穴埋め問題の作成には， が

利用できないことから， 文書に穴埋め問題

を記述し， でインポート可能な ファ

イルに一括変換するツールを開発した。

穴埋め問題のツールを利用した者からは，小

テスト問題を で作成するため，「貼りこん

だ画像を利用でき，問題をイメージしやす

い」，「利用に当たって覚えることが少ない」

等，便利で使いやすいと多くの反響があった。

このことから，他の 小テスト作成を

支援するツールについても開発を行った。

ここでは， の小テスト作成を支援する

ツールとして，穴埋め，正誤，組み合わせ問題

の変換ツールについて紹介する。

 
２．穴埋め問題変換ツールの機能と記述書式

穴埋め問題変換ツールの記述書式

問題文の空欄に相当する部分を， の蛍光ペ

ン機能でマークし指定する。記述式は黄色，選択肢

式はピンク，そして数値式は水色の蛍光ペンでマ

ークする。

記述式問題で正解が複数ある場合は，複数の正

答と配点を指定することができる。また，選択肢の

候補リストを自動的に作成し，問題の下部に表示

することができる。その際，難易度を高めるため，

誤答のリストを追加することもできる。図 に

文書での記述例を，図２に図１の 変換結果を

で表示した例を示す。

への変換は， 文書ファイルを変

換ツールのウィンドウにドラッグ＆ドロップする

ことで変換することができる。

画像の挿入

文書に挿入された画像についても に変

換され， の小テストの問題に取り込むこと

ができることから，問題作成・編集する際に，画像

を貼りこむことにより，問題をイメージしやすい。

図 3 Word から XML への変換例及び XML の内容 

図 1 Word 文書への穴埋め問題の記述

例 

図 2 Moodle での表示

例 
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図４に画像の挿入例，図５に画像挿入時の

表示例を示す。

音声やビデオの挿入

音声やビデオファイルを変換して の小

テストの問題に取り込むことができる。メディア

ファイルの挿入位置は，問題文中に と で挟

んだ形で記述して指定する。メディアファイルの

種類は拡張子により判別する。

図６に 文書での を挿入するため

の記述例，図７に での の表示例

を示す。

ビューアでの表示

ファイルに変換しただけでは， での

表示イメージを確認することができないため，小

テスト問題を で表示した際の様子を疑似的

に再現する ビューア機能を設けた。このこと

により， ファイルを にアップロードす

ることなく変換結果を確認することができる。図

１で示した問題例のビューア表示を図８に示す。

簡単な表の利用

Word 文書で作成した表で，セルが結合されてい

ない簡単な表を利用することができる。 
簡単な表を作成するには，オプション設定で表

の罫線の種類を，罫線なし，実線，点線，破線，二

重線から選択する。また，「Word 罫線」を選択し

た場合，Word 文書で使用している罫線の種類を判

別して適用する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穴埋め問題で表を利用した場合の Word 文書例

を図 10 に示す。レイアウト調整を目的としてオ

プション設定で「罫線なし」を選択した場合の

Moodle での表示例を図 11 に示す。また，表の利

用範囲を拡げるため，表のセル内に画像を挿入す

ることもできる。 

図８ ビューア表示例 

図９ 作表のオプション画面 

図４ 画像挿入例（Word 文書） 

図５ Moodle での画像表示例 

図７ Moodle での YouTube 表示例 
 

図６ YouTube 挿入の記述例 



－14－

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オプションによる設定

変換の設定を容易に行うために，文字装飾，

表，ビューア表示等の設定を行うオープションメ

ニューを設けた。オープションメニュー画面を図

13 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイルから 文書への逆変換

XML ファイルへの変換の際と同様，ツールのウ

ィンドウに XML ファイルをドロップすると Word
への逆変換ができる。この変換により，画像は

Word 文書に挿入される。 
また，音声及び動画はファイルとして保存され，

Word ファイルに参照を記述する。これにより，

Moodle サーバにある既存の問題を小テスト作成

書式の Word ファイルに変換することができる。

その結果，ファイルを編集して別の小テスト問題

として再利用することが可能になり，小テスト問

題の共有も容易にできる。 
 
 
 
 

 
３．正誤・組み合わせ問題変換ツール

正誤問題と組み合わせ問題についても，Word か

ら Moodle XML ファイルへの変換および，Moodle 
XML ファイルから Word 文書に逆変換する機能を

持つツールの開発を行った。 
 

正誤問題の記述

正誤問題の正誤の別は，問題文の前に○×を記

述して指定する。○×の記述がない場合は正とす

る。個別フィードバックを追加する場合は「:: 」の

後に，正誤それぞれのフィードバックを記述する。

Word 文書記述例を図 13 に，Moodle での表示例

を図 14 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 文書での作表の記述例 

図 11 罫線なしの場合の Moodle での表示例 

図 14 Word ファイル，XML ファイルの相互変換 

図 13 正誤問題の記述例 

図 14 正誤問題のMoodleでの表示例 

図 13 オプション設定画面 
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組み合わせ問題の記述

組み合わせ問題の記述は，問題文の後に 1 行空

け，選択肢項目と解答を TAB で区切って 1 行ずつ

記述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
組み合わせ問題の Word 文書での記述例を図 16

に，Moodle での表示例を図 17 に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組み合わせ問題の不正解項目の追加

組み合せ問題についても，難易度を高めるため

に誤答の選択肢を追加できるようにした。穴埋め

問題の場合と同様に，「++」の後に，誤答の選択肢

を記述する。 
不正解項目を追加した時の Word での記述例を

図 18 に Moodle での表示例を図 19 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．おわりに

本ツールは，富山大学総合情報基盤センターの

Web サイトで公開している。 
Word を利用したツールであるため，誰でも容易

に効率よく多数の Moodle 小テスト問題を作成す

ることができる。Moodle 小テストのカテゴリから

エクスポートした XML ファイルを Word 文書に

逆変換する機能により，利用者間での Moodle の小

テスト問題の共有化や既存の小テスト問題資産の

有効活用に寄与できることが期待できる。 
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図 15 組み合わせ問題の記述方法 

図 16 組み合わせ問題の記述例 

図 17 組み合わせ問題のMoodle表示例 

図 19  Moodle での表示例 図 18 記述例 


